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ごあいさつ

木 の々葉が色づくこの佳き日に、私達伊予三島ライオンズクラブ結
成55周年式典が、愛媛県知事中村時広様、参議院議員井原巧
様、四国中央市長篠原実様をはじめ、各界のご来賓とライオンズク
ラブ国際協会336-Ａ地区真鍋ガバナーならびに地区役員の方々、
またスポンサークラブ北九州ライオンズクラブ様、姉妹提携クラブ
台南市名人国際獅子会様、秋田山王ライオンズクラブ様他ブラ
ザークラブメンバー多数のご来駕を賜り、厳粛かつ盛大に挙行で
きますことは、無上の光栄と深く感謝申し上げる次第でございます。
伊予三島ライオンズクラブは1961年10月18日北九州ライオンズクラブ
様のスポンサーにより、日本で333番目のクラブとして結成以来、歴
代会長のリーダーシップのもと「We Serve」をモットーに会員一丸と
なって障碍者の方々へのご支援と青少年健全育成を中心に奉仕
活動をし、また1989年2月には台南市名人国際獅子会と国際姉妹
提携、1990年7月には秋田山王ライオンズクラブとの友好クラブ締結
を行う等、未来に繋がる国際親善と相互理解の輪を広げてまいり
ました。
一方で昨今の世界を取り巻く社会情勢はめまぐるしく変化を続け、
政治経済・社会などすべての面で非常に流動化しております。私
達伊予三島ライオンズクラブも日々 変化を求められる厳しい環境の
下にありますが、栄えある55周年という節目を迎えることが出来まし
たのも、諸先輩の営 た々る努力と関係者各位のご指導、ブラザーク
ラブの友情に支えられてのことと存じます。心から厚く感謝を申し上
げる次第でございます。
さて、本年2016年4月熊本地方における大震災が起こり、尊い命
が犠牲となりました。ここに深く哀悼の意を表します。また2011年3
月11日には、人類史上未曽有の東日本大震災が起こり5年経過し
た今もなお残された被害の影響に心を痛めるばかりでございます
が、このような時にこそ私達が社会に貢献すべき時。ライオンズクラ
ブのモットー「We Serve」の原点に立ち、今後も復旧復興に向けて
全力を尽くしてまいります。
そして、私達伊予三島ライオンズクラブは地域から信頼され愛され
続けるクラブである為に更なる躍進を誓いクラブ員一同精進してま
いる所存でございます。
今後とも、ご来賓の皆様またライオンズクラブ同志の方 の々より一層
のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げまして感謝と歓迎の
ご挨拶とさせていただきます。

結成55周年記念大会
大会委員長
薦田 謙一郎
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ライオンズクラブ国際協会創立１００周年の大きな節目の年に、伊予
三島ライオンズクラブ創立５５周年記念式典を挙行できるのは非常
に名誉であり光栄に感じます。
今日を迎えることができたのも、礎を作り支えてきて頂きました先輩
ライオンはじめ、我 の々「奉仕の精神」に理解、共鳴し協力してくださ
る県、市、並びに関係諸団体、地域の皆様、又、同志である各クラブ
の温かい友情とご指導の賜物であり心より深く感謝申し上げます。
当クラブは昭和３６年（1961）１０月１８日、小倉ライオンズクラブ（現　
北九州ライオンズクラブ）のスポンサーによって日本で３３３番目、県
下で８番目のライオンズクラブとして誕生し、昭和３７年１０月２１日
チャーター伝達式を行いました。以来、活動の輪を広げるべく、昭
和６３年（1988）に台南国際名人獅子会ライオンズクラブと国際姉
妹提携締結を行い児童並びにクラブ間の交流活動。平成２年
(1990)には秋田山王ライオンズクラブと友好クラブ提携。エクステン
ションとしては昭和５０年(1975)伊予土居ライオンズクラブ、昭和５５
年(1980) 伊予三島法皇ライオンズクラブ（現　四国中央法皇ライオ
ンズクラブ）の結成に携わって参りました。
現在の主な活動としては青少年育成事業では、少年少女合唱団、
スポーツ少年団の育成、支援、保健福祉事業では、「視覚障がい
者一日の集い」・「市内小中学校障がい者児童ふれあい餅つき大
会」・「愛媛県立松山盲学校バザー品提供」等を実施しております。
わが国は、少子高齢化時代に突入し、人口減少が大きな課題と
なっております。地域活力の低下や生活サービスの維持が困難に
なることが懸念されております。この状況を改善するには、ライオンズ
クラブの担う役割も大きいと感じます。共に協力し、助け合い地域
を元気にしなければなりません。それは私たちに課せられた使命
であると思います。
ボブ・コーリュー国際会長の「次なる山を目指して」、真鍋隆336-A
地区ガバナーのスローガン「１００周年、夢と誇り・笑顔と絆でＷe 
Serve」、キーワード「挑む」を念頭に、当クラブはスローガンとして
「愛顔（えがお）で一致団結」、テーマとして「伝統・創造」を掲げさ
せて頂きました。クラブが一丸となって今まで築き上げてくれた伝統
を継承し、時代にあわせた活動を求めなければなりません。
更なるライオニズム高揚を目指して、地域社会に貢献できるよう邁
進する所存です。今後とも、県、市並びに関係諸団体、地域の皆
様、同志である各クラブのより一層のご指導、ご鞭撻を賜りますよう
お願い申し上げてご挨拶と致します。

伊予三島ライオンズクラブ
会長
篠永 誠司



　伊予三島ライオンズクラブが、結成５５周年を迎えられました
ことを心からお喜び申し上げます。
貴クラブにおかれましては、昭和３６年の結成以来、ライオニズ
ムの精神の下、特別支援学級の子どもたちや視覚障がい者と
の交流事業をはじめ、献血や薬物乱用防止の街頭活動、地域
の少年少女合唱団への支援といった幅広い取り組みを通じ、
地域社会の発展に多大な御貢献をいただいております。
そして、このたび結成５５周年という大きな節目を迎えられま
したことは、誠に御同慶の至りであり、会員の皆様方の長年に
わたる熱意と不断の御努力に対し、深く敬意を表します。
現在、県では、「愛顔あふれる愛媛県」の実現に向け、市町や企
業、関係団体等と連携し、「オール愛媛」で、防災・減災対策、
人口減少対策、地域経済の活性化を県政の３本柱に据え、喫
緊の重要課題に全力で取り組むとともに、福祉分野において
は、「お年寄りや障がい者に愛顔を」を合言葉に、アクティブシ
ニアを対象とした生きがいづくりの推進や介護ボランティアの
養成、障がい者の就労サポート・雇用拡大など、高齢者が住み
慣れた地域でいきいきと暮らし、障がいのある人も安心できる
共生社会の構築を目指しています。
こうした中、貴クラブが今年度の会長スローガンに「愛顔で一
致団結　Ｗｅ　Ｓｅｒｖｅ」を掲げられ、結成５５周年記念事
業として、四国中央市に開所予定の子ども若者発達支援セン
ターへのすべり台等の寄贈や県立松山盲学校への支援など、
地域に根ざしたさまざまな奉仕活動に御尽力をいただいてお
り、大変心強く存じます。
どうか皆様方におかれましては、結成５５周年を契機に、相互
の結束を一層強固なものとされ、今後とも、地域のリーダーとし
て、ふるさと伊予三島、そして愛媛の活性化にお力添えを賜り
ますようお願い申し上げます。
終わりに、伊予三島ライオンズクラブのますますの御発展と、会
員の皆様方の御健勝、御活躍を祈念申し上げます。

愛媛県知事 中村 時広

えがお
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　伊予三島ライオンズクラブ55周年記念式典のご開催、誠にお
めでとうございます。
　地域社会奉仕を目的とし、ご尽力いただいております皆様の
活動が、本年、55年目を迎えられましたこと、心からお慶び申し
上げますと共に、半世紀以上にわたり、地域の為にご貢献いた
だきました皆様のご努力に対しまして、感謝申し上げます。
　日本で、 333番目のライオンズクラブとして誕生し、このたび、
55周年を迎えられ、その間、地域での様 な々イベントやボラン
ティア活動など、地域貢献や活性化に積極的に取り組んでいた
だき、厚く御礼申し上げます。こうした平素よりの皆様の温かな
ご協力、真摯で実直な活動に対しまして、深く敬意を表する次
第であります。
　また、今回の記念式典に際して、『伝統・創造』をテーマとし
て、記念事業を開催されるということで、これまでの活動の総括
として心に残る式典が行われることと期待を寄せる所でござい
ます。
　これからも、よりよい地域の発展並びに社会づくりの実現に
向けて、皆様方の尚一層のお力添えをお願い申し上げますと共
に、本記念事業のご盛会と伊予三島ライオンズクラブの更なる繁
栄と飛躍、ならびに皆様方の益々のご活躍とご健勝をお祈り申
し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。

参議院議員　井原 巧

えがお

祝 辞



　伊予三島ライオンズクラブ55周年を迎えられましたこと、また
会員の皆様により盛大に記念式典が開催されますこと、心より
お祝いを申し上げます。
　あらためまして、伊予三島ライオンズクラブにおかれましては、
昭和36年の結成以来、幾多の事業を通じ会員相互の融和に努
められますと共に、友愛と奉仕精神のもと献身的に活動され、地
域社会の発展に多大なご貢献をいただいておりますこと、ここ
に、歴代会長をはじめ役員や会員の皆様方に対しまして、深く敬
意と感謝の意を申し上げる次第でございます。
　また、今回、記念式典に先立ち、55周年記念事業として、来年
4月に開所予定の「子ども若者発達支援センター（通称パレッ
ト）」に遊具や書架を、三島小学校に図書カードをご寄贈いただ
くなど、市政の推進、とりわけ青少年の健全育成や市民福祉の
向上に多大なお力添えをいただきましたこと、感謝の念に堪え
ません。
　申し上げるまでもございませんが、四国中央市の未来を描くう
えで、当市の子ども達の存在は欠かすことが出来ず、その子ども
達に夢と希望を与えていただく伊予三島ライオンズクラブは、当
市にとりまして、とても重要な存在でございます。
　また、今回の記念式典では、「伝統・創造」をテーマに揚げて
おりますが、これまで先人が築き上げた伝統を守るとともに、新
しいものを創り上げて行くという伊予三島ライオンズクラブの皆
様の想いは、本当に意義深いものであると感じております。
　どうか、皆様方におかれましては、この55周年の節目を契機と
して会員相互の結束を一層固められ、今後とも地域づくりの担
い手として、四国中央市政発展にご支援とご協力を賜りますよ
う、切にお願いを申し上げます。
　終わりに、伊予三島ライオンズクラブの限りないご発展と、会
員の皆様方のご健勝、ご活躍を心からお祈り申し上げまして、お
祝いの言葉といたします。

四国中央市長 篠原 実
55周年を迎えられて

伊予三島ライオンズクラブ結成55周年を心からお慶び申し上
げます。
　ライオンズクラブは世界最大の奉仕クラブであり、クラブ数
は46,000を超え、135万人の会員登録数を誇ると伺っておりま
す。貴クラブにおかれましても、昭和36年の結成以来、We 
Serve(われわれは奉仕する)の精神のもと、地域に根ざした多
彩な活動をされていることに対し、心から感謝申し上げるとと
もに、その崇高な活動に敬意を表します。これもひとえに、歴
代会長様はじめ役員並びに会員の皆様方の熱意とご尽力の賜
物であり、心から感謝申し上げます。
　わが国経済は、一進一退の状況にあり、企業収益は大企業
を中心に高水準に推移しているものの、中小企業や地方にま
で景気回復の波が行き渡ってはいない状況にあります。また、
人口減少が大きな社会問題となっており、特に地方において
は、若者の都市部への流出に歯止めがかからない状況となっ
ています。
本市におきましても、昨年実施した国勢調査結果では、87,467
人だった人口が、44年後の平成72年には、5万人を割り込むと
いう推計結果が出ております。出生率の低下もさることなが
ら、進学などで一旦都会に出た若者がそのまま都会で就職し、
地元に戻って来ないという社会現象になっています。進学など
で都会に出た若者を地域に呼び戻す施策が今求められてお
り、われわれ経済団体としてもできる限りの努力をしてまいり
たいと考えております。伊予三島ライオンズクラブにおかれまし
ても皆様方の英知を結集され、これらの難題に取り組んでい
ただけますようお願い申し上げます。
終わりに、この55周年を契機に一層ライオニズムを発揮され、
更なる飛躍を期待いたしますとともに、会員の皆様のご健勝、
ご活躍を祈念申し上げ、お祝いのご挨拶といたします。

四国中央商工会議所会頭 星川 一冶
伊予三島ライオンズクラブ55周年祝辞
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祝 辞

　秋冷の今日の佳き日に伊予三島ライオンズクラブが結成５５
周年を迎えられましたことを地区ガバナーとして心よりお慶び
申し上げます。又、深く敬意を表します。
周年記念は、クラブが歴代会長を中心として今日まで発展し続
けてきたことを会員同志で喜び合い、さらに将来への発展とラ
イオニズムの高揚を再確認し合うものです。過去を振り返り、
同時に将来に目を向ける良い機会だと思います。
今年度は、ライオンズクラブ国際協会が100周年を迎える大き
な節目の年です。しかし、地方ではまだまだ経済状況が上向き
でなく、そのうえ今後ますます少子高齢化が進むと予想されて
います。ライオンズクラブを取り巻く環境も厳しいものがありま
すが、今こそクラブは伝統や先人のレガシーを尊ぶと共に、次
の10年、20年先を考えてメンバー全員が、武士の魂(命懸けと潔
さ)の精神で運営や奉仕活動等、新しいことに「挑む」気持ちを
強く持ち改革に努力してみてください。次世代への貢献に繋が
り、必ずクラブの未来は、大きく開かれることになるでしょう。
伊予三島ライオンズクラブには、大きな期待をしています。
　この５５周年を節目とし、ライオンズクラブの崇高な精神、誇
りを胸に抱き今後も智恵とアイデアを出し、地域に尊敬と親愛
されるクラブとして、益々のご発展と会員の皆様方のご健勝、
ご活躍を心からお祈り致しまして、お祝いのことばとさせてい
ただきます。
　本日は、誠におめでとうございます。

ライオンズクラブ国際協会３３６－Ａ地区
地区ガバナー 真鍋 隆

ライオンズクラブ国際会長
ボブ・コーリュー
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ライオンズの皆様
貴クラブが55 周年を迎えられましたこと、おめでとうございます!

クラブの周年行事は、これまでにクラブが達成してきたことを振り
返り、将来の新しい奉仕の機会を見つめる機会であります。皆さ
ん一人一人の思いやりの気持ち、他人に手を差し伸べようという
決意が、コミュニティを元気にする重要な存在として、皆さんのク
ラブが認められてきた理由です。そして、一つ一つのクラブがそ
のように努力してきたからこそ、ライオンズクラブ国際協会は１世
紀近くに渡り、奉仕分野のグローバル・リーダーであり続けること
が出来たのです。

皆さんのクラブは、全体にとって良いことの実現のため、人 と々一
緒に集まり力を合わせることで、一人一人がやるよりも大きなイン
パクトを残せるということを理解した、思いやりのあるメンバーによ
り結成されました。奉仕を通じて世界をより良い場所にするという
私たちの伝統を受け入れ、引き継いでいくことで、皆さんは国際
協会が目前にそびえる新しい山へ挑戦を続けることを、助けてく
ださっているのです。

助けを必要としている人々に手を差し伸べ続けることは、皆さん
が献身的な活動を継続してくださることではじめて可能になりま
す。心から感謝申し上げます。

改めまして、この度のクラブ周年を迎えられたことをお祝い申し上
げます。そして、皆さんと共に引き続き奉仕を続けていけることを
心から光栄に、そして楽しみに思っております。

心を込めて。

ボブ・コーリュー



祝 辞

北九州ライオンズクラブ
会長 吉村 朋美

台南市名人獅子會
第33屆會長 何銘池

　本日ここに伊予三島ライオンズクラブの結成５５周年記念式
典が挙行されますことを、スポンサークラブである北九州ライ
オンズクラブを代表致しまして心よりお祝い申し上げます。
　貴クラブは１９６１年１０月１８日に私ども北九州ライオンズ
クラブの１０番目のエクステンションクラブとして結成されて以
来、５５年の長きに渡り歴代会長を中心に会員の皆様のご尽
力により、青少年健全育成をはじめ積極的に奉仕活動を続け
地域社会へ多大な功績を残されており、スポンサークラブとし
て大変心強く思います。
　記念事業には、愛媛県立松山盲学校へバザー品提供及び
記念品寄贈、四国中央市へ書架本箱及び書籍・図書カード寄
贈、四国中央少年少女合唱団育成金贈呈、四国中央市スポー
ツ少年団種目バレー大会優勝旗贈呈等を実施され、地域社会
に密着した、記念テーマ「伝統・創造」にふさわしい素晴らしい
取り組みだと心より敬意を表するものであります。
　今後とも親子の絆を深め、互いのクラブの特徴を生かしな
がら、地域社会に貢献し、ライオニズムの高揚と発展に邁進し
ていけたら幸いに存じます。
　最後になりましたが、伊予三島ライオンズクラブの益々のご
発展と、会員皆様のご健勝を祈念致しまして、私ども北九州ラ
イオンズクラブのお祝いの言葉とさせて頂きます。

賀 詞 
 
  時光飛逝轉眼相見又是5年，唯一不變的是貴我兩會的獅
誼。本人代表台南市名人獅子會全體獅友，在此誠摯的恭賀貴
會55週年紀念慶典。 
 時間のたつのが早いもので、又5年たちましたが唯一変わって
いないものは両クラブの友好関係であります。私は台南市名人
獅子会メンバー達を代表いたしまして、心から貴クラブの55周
年記念式典にお祝い申し上げます。 
  貴會今年以「傳统與創造」為主題，意義非凡，透過一系列的
活動，一定能把主題理念發揮得更完善。呼應著國際總會長包
伯科羅法官的年度主題【邁進新紀元、挑
戰新高峰】，相信貴我兩會一定會攜手共同成長，共同為更高
挑戰而努力。 
 今年は貴クラブが掲げている「伝統・創造」というテーマはと
ても有意義で、色んな活動を通して、そのテーマの理念をもっ
とよく発揮できると信じ、国際総会長ボブ・コーリューさんの年
度テーマ「次なる山を目指して」に呼応していると思います。両
クラブは協力しあって共に成長し、もっと高い目標の挑戦に努
力することを信じています。 
  最後本人要祝福貴會會務興盛、各位獅友平安健康、獅子家
庭快樂美滿，謝謝。 
 最後になりますが、貴クラブますますのご繁栄と皆様のご健
勝、ご多幸を心からお祈りいたしまして祝辞とさせていただき
ます。ありがとうございます。 
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祝 辞
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秋田山王ライオンズクラブ
会長 田崎 宏明

　伊予三島ライオンズクラブが５５周年を迎えられ、盛大に記
念式典が開催されることに対し、私たち秋田山王ライオンズク
ラブ会員一同、友好クラブとして心よりお祝い申し上げます。
　貴クラブは、５５年にわたり「ウィサーブ」をモットーに地域
社会に貢献し、「特別支援学級ふれあい餅つき大会」、「スポー
ツ少年団ライオンズ旗大会」、「献血活動、薬物乱用防止活動」、
「視覚障がい者一日のつどい」などの事業は、長年の継続事業
として大きな成果を重ねながら、歴史を築き上げてきたもので
あります。歴代会長を始め会員の皆様方の大変なご努力の結
果である事に心から敬意を申し上げます。私たち秋田山王ライ
オンズクラブも「薬物乱用防止セミナー」や「視覚障がい者支
援」といった活動で相通ずるものがあり、意を強くするもので
ございます。
　貴クラブとの友好関係は、1990年に私たちクラブの15周年
記念式典において「友好クラブ提携」が執り行われたと聞いて
います。四国と東北でありながら、交流も深まり、早や２５年と
なりました。昨年の10月8日には、わが「秋田山王ライオンズクラ
ブ40周年記念式典」に多くの貴クラブ会員のご出席を戴き、盛
大に開催できましたことも合わせてお礼申し上げます。
　この５５周年を期に、『愛顔(えがお)で一致団結　We 
Serve』のスローガンの下、伊予三島ライオンズクラブが益々発
展されますようご祈念し、また末永い友好交流を願い、お祝い
の言葉と致します。



2012年度アクティビティ

2013年度アクティビティ
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【会長】井川伸幸／【幹事】川島繁一／【会計】篠原勇治

【会長】桂　治／【幹事】山川浩樹／【会計】篠永誠司

モネの庭

ふれあいもちつき大会

ふれあいもちつき大会

ふれあいもちつき大会

スポーツ少年団 ライオンズ旗大会 瀬戸内パノラマ図寄贈

例会事業 チャーターナイト記念例会

献　血 家族会
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2014年度アクティビティ

2015年度アクティビティ

【会長】石川久満／【幹事】小笠原宜紀／【会計】鎌倉 健

【会長】高橋隆晋／【幹事】石川一人／【会計】今村隆昭

徳　島 薬物乱用防止啓蒙活動 松山盲学校バザー品贈呈

松山盲学校バザー品贈呈

淡路島子育てフェスタ

子育てフェスタ

ふれあいもちつき大会

秋田山王40周年記念式典訪問



55周年記念事業
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四国中央市へ鼻曲がり子象すべり台・書架・図書カード
市立三島小学校へ図書カード／松山盲学校へ衣類乾燥機
スポーツ少年団育成金・バレーボール優勝旗／四国中央少年少女合唱団育成金

バレーボール優勝旗寄贈

松山盲学校へ衣類乾燥機寄贈

四国中央少年少女合唱団
育成金贈呈

四国中央市へ
鼻曲がり子象すべり台寄贈

※イメージ

市立三島小学校へ図書カード寄贈



会員紹介

相澤　裕二
【生年月日】昭和５０年７月２６日
【入会日】平成２６年２月
（有）宇摩公益社

石川　一人
【生年月日】昭和５３年４月２１日
【入会日】平成２１年１２月
（有）山原

石川　誠二
【生年月日】昭和４９年４月２７日
【入会日】平成２６年１０月
（株）伊予機械製作所

石川　久満
【生年月日】昭和３０年２月２７日
【入会日】平成１７年１２月
（株）サンヨ

石川　英樹
【生年月日】昭和４８年１１月５日
【入会日】平成２４年１１月
四国中央クリーン（株）

石川　秀光
【生年月日】昭和２８年２月１日
【入会日】昭和６４年１月
旭調木（株）

石川　温久
【生年月日】昭和５０年９月１日
【入会日】平成２７年１０月
建築板金ISHIKAWA

井原　修
【生年月日】昭和４０年５月１８日
【入会日】平成１９年８月
井原工業株式会社

井原　哲三
【生年月日】昭和４３年２月２０日
【入会日】平成２７年７月
カクケイ（株）

今村　隆昭
【生年月日】昭和２５年５月３１日
【入会日】平成１１年８月
（株）アサヒ

大植　隆司
【生年月日】昭和３７年８月１５日
【入会日】平成２６年７月
（株）愛媛銀行　三島支店

大森　敦司
【生年月日】昭和３８年６月２１日
【入会日】平成２２年１月
（宗）持福寺

小笠原　宜紀
【生年月日】昭和４４年１１月２２日
【入会日】平成１８年１０月
小笠原国際特許事務所

10



会員紹介
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桂　治
【生年月日】昭和２２年１２月６日
【入会日】平成８年２月
新町デイサービスセンター

鎌倉　健
【生年月日】昭和３１年９月２２日
【入会日】平成９年１月
鎌倉歯科医院

川島　繁一
【生年月日】昭和２８年１０月１９日
【入会日】平成２１年７月
（有）川島化粧品店

薦田　謙一郎
【生年月日】昭和４６年１０月２８日
【入会日】平成１５年２月
（株）ヨンパ

篠永　誠司
【生年月日】昭和４０年９月１２日
【入会日】平成１７年９月
（株）清和設計事務所

篠原　順子
【生年月日】昭和２６年１２月２２日
【入会日】平成２１年２月
住友生命保険相互会社

篠原　勇治
【生年月日】昭和３１年１０月２１日
【入会日】平成４年１２月
（株）サクラ・シノコウ

神野　靖彦
【生年月日】昭和４６年４月２６日
【入会日】平成２８年５月
東予信用金庫三島支店

鈴木　俊広
【生年月日】昭和３５年３月２日
【入会日】平成１６年５月
愛媛県議会

高岡　祐三
【生年月日】昭和２年１１月２２日
【入会日】昭和５０年４月
高岡祐三税理士事務所

高橋　隆晋
【生年月日】昭和４５年１０月８日
【入会日】平成２０年１月
高橋司法書士事務所

高橋　良太
【生年月日】昭和６３年５月１３日
【入会日】平成２７年３月
三洋商事（株）

高橋　照旺
【生年月日】昭和４９年８月２５日
【入会日】平成２４年８月
高橋鍼灸院



会員紹介
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玉井　久孝
【生年月日】昭和３５年３月１３日
【入会日】平成２４年４月
玉井社会保険労務士事務所

仁野　義夫
【生年月日】大正１４年５月１６日
【入会日】昭和４５年１１月
トクカワ商事

服部　正
【生年月日】昭和２４年２月７日
【入会日】平成２年１０月
大富士製紙（株）

飛鷹　康志
【生年月日】昭和３０年１０月２２日
【入会日】平成５年７月
飛鷹生コンクリート（株）

前田　和美
【生年月日】昭和５１年７月１日
【入会日】平成２３年１月
はいねっと（株）

真鍋　一慶
【生年月日】昭和５６年１１月４日
【入会日】平成２２年２月
（株）四国クオリティ

真鍋　正人
【生年月日】昭和２８年１０月１日
【入会日】平成２５年８月
ハピネスガーデン　ルミエール

宮崎　英樹
【生年月日】昭和３９年５月１０日
【入会日】平成２８年１月
（株）ミヤザキ

宮崎　幸雄
【生年月日】昭和７年１２月２５日
【入会日】昭和３８年１０月
（株）ミヤザキ

三好　賢一
【生年月日】昭和４９年８月１５日
【入会日】平成１９年１０月
四国総合ペイント（株）

森実　泰三
【生年月日】昭和４１年１月４日
【入会日】平成２４年８月
（株）モリオト

森下　達雄
【生年月日】昭和１０年１０月１０日
【入会日】昭和５４年１０月
森下製紙（株）

山川　浩樹
【生年月日】昭和４７年９月３０日
【入会日】平成２１年７月
（有）伊志川

大野　みずえ
事務局員



物故会員

矢部　善一（CM）

ご冥福をお祈り申し上げます。

２０１４年１月２日
ご逝去

井原　威 雄（CM）
２０１４年５月９日

ご逝去

宮崎　益男
２０１５年３月13日

ご逝去
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